
＜実施内容＞

＜記録写真＞

福井県立恐竜博物館 永平寺での座禅体験 丸岡城で記念撮影

＜参加者からのコメント＞
羅小妹さん（中国）/LUO XIAOMEI リンゲンバック・エリズさん（フランス）/RINGENBACH ELISE

その他
（来場者等）

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民
スタッフ

大学関係者

団体名 公益財団法人　石川県国際交流協会
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合計

47名

事業名

実施期間

場　　　所

3
参加者数

地域の子ども達と行く太古のロマン恐竜博物館と座禅体験ツアー

2018年11月24日（土）

福井県立恐竜博物館（福井県勝山市）、永平寺（福井県吉田郡永平寺町）、丸岡城（福井県坂井市）

金沢大学大学院の羅　小妹（ら　しょうまい）と申します。中国
江西省から参りました。11月24日に行われた石川県留学生交
流会館のバスツア（福井県恐竜博物館・永平寺・丸岡城）に参
加させて頂き、大変嬉しく心より感謝しております。
現在まで恐竜博物館を見学するのは初めてでしたので、恐竜
について勉強ができました。しかも、この機会のおかげで日本
の座禅文化を勉強でき、留学生同士や館内のスタッフと日本
の子どもたちとの接することも増え、仲が良くなりました。
今後もっとこのような機会をいただければ、幸いです。再び心
よりお礼を申し上げます。
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 I am currently taking Zazen classes at Daijoji temple in
Kanazawa, I was very eager to try the experience in
Eihei-ji which is the head temple of the same school,
Soto-shu, and thus represented a great opportunity to
practice under the supervision of Eihei-ji's monks. わたし
は金沢市にある大乗寺で、現在、座禅に関する授業を
とっているので、大乗寺も同じ宗派に属す、曹洞宗の大
本山である永平寺での座禅は、ぜひ体験してみたいと
思っていました。ですから、永平寺の僧侶の方の指導に
よって座禅の修行の体験ができたことは、すばらしい機
会になりました。

この日、当館の所在する金沢市、そして今回のツアーの目的地である福井県の嶺北地方も、時々雨が降るかもしれない
という天気予報が出ていましたが、朝の出発時の金沢は、すがすがしい晴天に恵まれました。しかし、最初の目的地であ
る福井県立恐竜博物館までは国道157号線を通っていく予定がたてられていましたが、天気予報では気温もかなり低くな
るとのことで、山道では雪が懸念され、海沿いを走る北陸自動車道で福井県を目指すことになりました。高速道路に乗っ
てすぐに、バスガイドさんから「これから目指す恐竜博物館は、白山のすぐ近くにありますが、その白山がここからも見え
ます。まだとても小さくしか見せませんが、これから白山に近づくにつれ、刻々と姿を変えていくので、その眺めをぜひ楽
しんでください」との紹介がありました。恐竜博物館が近づいた頃、確かに白山の威容を誇る姿を間近に眺めることになり
ました。バスガイドさんからは、白山は日本3大霊山に数えられるという説明もあり、霊山という言葉は初めて知ったと、ス
マートフォンなどを使って検索する留学生もいました。この旅では、目的地の一つである永平寺での座禅体験も含めて、
日本文化の中でも特に、宗教や瞑想、精神世界といったことが、留学生たちには興味深く感じられたことの1つとなったよ
うです。
さて、恐竜博物館に到着し、学芸員の方に説明を受けながら留学生たちは興味深そうに館内を巡りました。また、今回は
「地域の子どもたちと行く」ツアーということで、地元の小学生と一緒に見学を楽しむ留学生の姿も見られました。小学生
が、学校で習いたての英語で話しかけるという場面も見られ、また日本語を日々学習している留学生が小学生から、日
本語を教わるという場面も見られ、楽しそうに交流をしていました。
恐竜博物館を後にして、永平寺門前町へ到着。永平寺を訪れる前に、門前町のレストランで昼食を食べました。永平寺
で修業をしている僧侶さんたちの普段の食事のような「精進料理」を事前に注文しており、留学生たちは、刺身こんにゃく
やごま豆腐、高野豆腐といったものを興味深そうに食べていました。カロリーの低い料理なので、ダイエットに良さそうだ
という声が聞かれたり、これでは夜まで持たないという学生もいて、バスガイドさんが、「永平寺の若い修行僧さんたちも
精進料理だけでは持たないので、こっそり缶詰でカロリー補給をしているらしい」という話をしたときは、留学生たちはどっ
と笑いながら、どこかホッとしたようでした。昼食の後は、門前町の街並みを楽しみながら永平寺まで徒歩で移動です。永
平寺ではこのツアーの一番の目玉でもある座禅体験です。とても広い座敷に案内され、それぞれに座禅の時にお尻の下
に敷くクッションのようなものが配られました。修行をされている雲水さんが実際に使うものと同じだそうです。それを使っ
てどのように座禅を組むのか、僧侶の方から参加者に説明がありました。全員が座禅を組むのが形になると、座敷の明
かりが落とされて、座禅の時間が始まりました。子ども達も含め、みな静かに瞑想を続けることができました。その後は駆
け足になりましたが、境内の中を見学して参拝を済ませ、バスに戻りました。いよいよ最後の目的地である丸岡城を目指
します。留学生にとっては、サムライの時代ということで、戦国時代は関心が高く、丸岡城を楽しみにしていた留学生も多
かったようです。天守閣には、急なので補助のロープがついている階段があり、それを使ってみな、最上階まで上がりま
した。そこからの素晴らしい眺めを堪能し、天守閣内に掲示されていた歴史的資料をじっくり読む留学生もありました。そ
の後は、お土産屋さんで買い物を楽しみ、帰路につきました。北陸のこのシーズンとしてはぽかぽかとしたよいお天気に
終日恵まれ、大きなトラブルもなく、無事留学生会館に戻ってくることができました。
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	様式6-3（HP用原稿）

